
はじめに1
　Adriana Andreeva さんは，東京
大学の航空宇宙工学専攻に留学中であ
り，もう来日から 6 年目である．
Adriana さんはこの間に，メカライ
フ編修委員長（中尾）の設計の講義（留
学生向け英語版）を受けた．彼女は非
常に優秀だったし，話が面白かった．
そこで，この記事をたまたまブルガリ
アに帰っている彼女にお願いした．下
記の日本語は彼女が書いたものであ
る．地図を開いてブルガリアのツァレ
ベッツを探してみよう．ブルガリアの
第二の都市，ヴェリコ・タルノヴォの
旧市街の丘がツァレベッツである．

ヨーグルトだけ？

　ブルガリアは，地中海と黒海の間に
突き出たバルカン半島東部に位置し，
ルーマニア，セルビア，マケドニア，
ギリシャ，トルコと国境を接している．
一般には，バラやワインの産地として
も知られているが，日本では言うまで
もなく「ヨーグルトの国」や大関琴欧
州の出身地として有名である．しかし，
ブルガリアはそれ以外にもさまざまな
顔をもつ．面積は日本の 3 分の 1 と
小さく，人口はわずか 760 万人で，
2007 年に EU（ヨーロッパ連合）に
加盟した．ブルガリアは公用語のブル
ガリア語を書くためにキリル文字を用
いる．キリル文字は，日本ではよくロ
シア文字と呼ばれているが，実は 9
世紀にキリルとメトディーというブル
ガリア系ギリシャ人の兄弟によって作

られたスラヴ民族用アルファベットで
ある．二人はスラヴ民族に宣教活動す
る際，聖書をスラヴ語に訳したが，そ
れを表記するためにキリル文字を作っ
た．ブルガリア人ならば 6 歳の子供
でさえ，「だれが私たちの文字を作っ
てくれましたか？」と聞けば，「キリ
ルとメトディーの兄弟です！」と答え
るはずである．

教育システム

　ブルガリアの教育システムは主に二
つに分けられている．ベーシック教育

（グレード 1 からグレード 8 まで）と
中等の教育（グレード 8 からグレー
ド 12 まで）の二つで，両方とも無償
である．義務教育は，6 歳または 7
歳から始まるベーシック教育の 8 年
間である．ベーシック教育はさらに 4
年ごとに分けられており，日本と同じ
ように小学校と中学校と呼ばれる．高
等学校はグレード 8 から始まるが，
地域によってその分け方が違う場合も
ある．日本の学校と比較してみると休
みが多い．たとえば，夏休みは 2 箇
月半から 3 箇月半である．また，ほ
とんどの学校で子供たちはシフト制で
勉強している．つまり，学校に行くの
が午前か午後のどちらかで，給食はな
い．学校以外に英会話やスポーツレッ
スンもあるが，日本と違って塾そのも
のがないため，自由に遊べる時間が多
い．また，日本と違って私立の学校が
非常に少なく，一方で国立学校の教育
の質は高い．なお，ブルガリアの学校
はすべて男女共学である．中等の教育
は総合学校かまたは専門学校で受けら
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れるが，専門学校は専門ごとに男女比
が異なるが，総合学校では男女の数が
ほぼ同じである．総合学校では，数学，
理科，外国語を中心に教えるため，女
性でも科学に興味を持ち，何か特別な
勧誘をしなくても，多くの女性が理系
の大学を選択する．結果として，大学
の工学部でさえ学生の半分は女性であ
る．

修学旅行へ！

　ブルガリアの美しい山間の町として
も知られているヴェリコ・タルノヴォ
は，修学旅行の目的地として有名であ
る．ヴェリコ・タルノヴォは日本でい
えば京都であり，第二次ブルガリア帝
国の首都として栄えた古都である．
ヴェリコ・タルノヴォの見所は，間違

いなくツァレベッツの城塞
さい

である．そ
の城塞はツァレベッツの丘にあり，高
い城壁に囲まれている（図1）．貴族
は町の中心部に住み，庶民は城壁の近
くに住んだそうである．ツァレベッツ
の城塞はトルコの侵攻時にかなり破壊
され，現在残っているのはほとんどが
庶民の家の遺跡である．ツァレベッツ
の丘の山頂には教会があり，その中に
カラフルな壁画があり，昔のブルガリ
ア人の暮らしが描かれている．さらに，
教会のいちばん上まで登れば，ヴェリ
コ・タルノヴォの息をのむほど美しい
景観を楽しむことができる．また，夜
に「サウンド＆ライト」というショー
が行われる（図2）．そのショーはツァ
レベッツの城塞を使って，音楽と光で
この街の歴史を表現している．ショー

は，花火で照らし出している夜空の下
で，教会の鐘の音を聞くことで盛り上
がる．でも日本と違って，花火は国民
の祝日のお祝いの象徴になっているの
で，「サウンド＆ライト」も毎日では
なく，国民の祝日に行われる．

　ブルガリアと日本は違う点がたくさ
ん見つかる．しかし，よく見れば違う
というほど違ってもおらず，バリエー
ションの一つと言えなくもない．やは
り，「同じ地球に住んでいる！」と感
じる．

図 2　ツァレベッツの城塞における「サウンド＆ライト」

図 1　夏のツァレベッツの城塞
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